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新型コロナワクチン接種（中央公民館）



人

事

案

件

◆
板
倉
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
教
育
委
員

会
委
員
、
小
菅
富
子
さ
ん
を
引

き
続
き
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

◆
板
倉
町
副
町
長
の
選
任
に
つ

い
て

※
本
案
に
つ
い
て
は
、
賛
否
が

分
か
れ
ま
し
た
の
で
、
別
途
11

ペ
ー
ジ
に
そ
の
内
容
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

◆
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ

い
て
（
令
和
２
年
度
板
倉
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）
）

　

令
和
３
年
２
月
９
日
付
け
で

専
決
処
分
を
行
っ
た
一
般
会

計
補
正
予
算
で
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
，

７
９
９
万
８
千
円
を
追
加
し
、

歳

入

歳

出

予

算

の

総

額

を

78
億
４
２
８
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金

に
１
，
８
１
９
万
８
千
円
を
追

加
し
、
繰
入
金
か
ら
20
万
円

を
減
額
す
る
も
の
で
す
。
歳

出
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保

の
費
用
と
し
て
衛
生
費
に
１
，

７
９
９
万
８
千
円
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。

針
ケ
谷
委
員

問
　

印

刷

製

本

費

１

０

０

万

円
、
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

１
４
０
万
３
千
円
、
予
約
シ
ス

テ
ム
使
用
料
３
万
円
の
使
い
道

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

小
野
寺
健
康
介
護
課
長

答
　

印
刷
製
本
費
は
、
ク
ー
ポ
ン

券
を
送
る
際
の
各
種
案
内
の
チ

ラ
シ
と
予
診
票
に
、
シ
ス
テ
ム

改
修
は
今
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
係
る
自
庁
シ
ス
テ
ム
の
改
修

費
に
、
予
約
シ
ス
テ
ム
使
用
料

は
県
の
総
合
窓
口
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）

で
の
予
約
に
係
る
１
か
月
分

（
３
月
分
）
の
使
用
料
で
す
。

議

決

議

案

◆
板
倉
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
ま
で
を
一
期
と
す
る
第
８
期

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に
基

づ
き
、
本
条
例
を
一
部
改
正
す

る
も
の
で
す
。
１
点
目
は
、
介

護
保
険
料
率
を
適
用
す
る
期
間

を
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

期
間
の
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
と
す
る
も
の
で

す
。
２
点
目
は
、
介
護
保
険
料

基
準
額
と
な
る
第
５
段
階
の
額

を
月
額
５
，
３
０
０
円
（
年
額

６
３
，
６
０
０
円
）
と
定
め
る

も
の
で
す
。

◆
板
倉
町
小
口
資
金
融
資
促
進

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　令和３年第１回定例会が、３月９日㈫から３

月19日㈮までの11日間の日程で開催されました。

今回の定例会では、同意２件、承認１件、条例の

制定議案１件、条例の一部改正議案９件、事務組

合の規約変更協議議案２件、令和２年度補正予算

議案３件、令和３年度予算議案５件の合計23議

案が審議されました。

条
例
の
一
部
改
正
議
案
・
補
正
予
算
議
案
な
ど
全
23
議
案
を
審
議

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
予
算
を
承
認
可
決

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
可
決

一
般
質
問
に
３
人
の
議
員
が
登
壇

65歳以上対象コロナワクチン接種のお知らせ

３月定例議会
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群
馬
県
と
連
携
し
て
実
施
し

て
い
る
小
口
資
金
融
資
制
度
に

つ
い
て
、
売
上
減
少
等
の
要
件

を
満
た
し
た
場
合
の
借
換
制
度

を
継
続
し
て
実
施
す
る
た
め
、

群
馬
県
小
口
資
金
融
資
促
進
制

度
要
綱
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

一
部
条
文
の
文
言
の
修
正
と
附

則
に
定
め
る
借
換
融
資
の
申
込

期
間
を
１
年
延
長
し
、
令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
も
の

で
す
。

◆
そ
の
他
の
議
決
議
案

○
板
倉
町
議
会
議
員
及
び
板
倉

町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て○
板
倉
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

○
板
倉
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
等
の
基
準

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
板
倉
町
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

○
板
倉
町
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並

び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
板
倉
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

○
板
倉
町
福
祉
医
療
費
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
板
倉
町
産
業
施
設
及
び
商
業

施
設
誘
致
促
進
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

補

正

予

算

審

査

　

初
日
の
本
会
議
終
了
後
、
予

算
決
算
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

補
正
予
算
関
係
議
案
３
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
第
16
号　

令
和
２
年

度
板
倉
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
，

６
３
５
万
２
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
76
億
５
，
７
９
２
万
８
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

荒
井
委
員

問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業
に
つ

い
て
、
会
場
は
中
央
公
民
館
だ

け
で
な
く
、
高
齢
者
の
移
動
を

考
え
る
と
各
地
区
の
公
民
館
で

実
施
で
き
な
い
の
か
。

小
野
寺
健
康
介
護
課
長

答
　

ワ
ク
チ
ン
は
非
常
に
厳
し
い

管
理
下
に
置
か
れ
ま
す
の
で
、

多
く
の
場
所
に
配
る
の
は
望
ま

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高

齢
者
で
一
人
暮
ら
し
の
か
た
や

車
を
お
持
ち
で
な
い
か
た
に
は

毎
年
配
付
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー

券
で
対
応
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

延
山
委
員

問
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い
て
、

以
前
看
板
を
設
置
す
る
話
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
を
伺
い
た
い
。

根
岸
企
画
財
政
課
長

答
　

議
会
へ
は
２
月
に
ご
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
国
道
３
５
４

号
沿
線
へ
の
設
置
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
の
状

況
は
、
現
在
設
置
し
て
あ
る
看

板
も
含
め
て
ど
の
よ
う
な
も
の

が
で
き
る
の
か
白
紙
に
戻
し
て

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
間
委
員

問
　

無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運

行
事
業
に
つ
い
て
、
受
益
者
負

担
を
考
え
る
と
、
燃
料
等
の
経

費
も
か
か
る
の
で
、
現
行
の
路

線
バ
ス
程
度
の
料
金
を
い
た
だ

く
よ
う
な
議
論
は
な
か
っ
た
の

か
。

栗
原
町
長

答
　

当
然
そ
の
よ
う
な
議
論
を
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
本
事
業
が

福
祉
的
な
意
味
と
利
便
性
を
重

視
し
た
交
通
弱
者
に
対
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
料
金
は

い
た
だ
か
な
い
こ
と
に
し
ま
し

た
。

今
村
委
員

問
　

町
営
駐
車
場
使
用
料
に
つ
い

て
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
当
初
歳

入
見
込
額
を
半
分
以
上
減
額
し

て
い
る
が
、
定
期
利
用
と
一
時

利
用
の
割
合
を
ど
の
く
ら
い
減

ら
し
た
の
か
。

落
合
総
務
課
長

答
　

現
状
の
収
入
状
況
を
見
ま

し
て
、
定
期
利
用
は
当
初
月

１
５
０
台
を
見
込
ん
で
お
り
ま

し
た
の
を
81
台
に
減
ら
し
、
割

合
で
す
と
当
初
の
54
％
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
一
時
利
用
は
１

日
70
台
を
見
込
ん
で
お
り
ま
し

た
の
を
22
台
に
減
ら
し
ま
し
て
、

当
初
の
31
％
に
な
り
ま
す
。

議
案
第
17
号　

令
和
２
年

度
板
倉
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
５
，
４
６
５
万
１
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
13
億
４
，

２
３
６
万
１
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。議

案
第
18
号　

令
和
２
年

度
板
倉
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
５
６
４
万
８
千
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
，

５
６
４
万
８
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

◆
な
お
、
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
、
３
月
10
日
の
本
会
議
に

お
い
て
全
会
一
致
で
原
案
ど

お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

本会議・議案審議・補正予算審査
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総
務
費

７
億
５
，
０
４
９
万
円

①
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運

行
事
業　

②
移
住
支
援
事
業　

③
公
共
施
設
利
活
用
検
討
事
業

民
生
費

17
億
７
，
８
７
２
万
円

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
緊
急
包
括
支
援
事
業

（
児
童
福
祉
施
設
）

衛
生
費

６
億
２
，
０
８
７
万
円

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
策
事
業

農
林
水
産
業
費

３
億
１
，
５
１
０
万
円

①
県
営
五
箇
谷
地
区
ほ
場
整
備

事
業　

②
県
営
城
沼
水
路
地
区

整
備
事
業

商
工
費

１
億
４
，
５
１
５
万
円

①
産
業
施
設
及
び
商
業
施
設
誘

致
促
進
奨
励
事
業　

②
板
倉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
商
業
・
業
務
用

地
利
用
促
進
事
業

土
木
費

４
億
６
，
４
９
２
万
円

①
町
単
独
道
路
整
備
事
業　

②

道
路
長
寿
命
化
事
業　

③
分
譲

推
進
事
業

消
防
費

３
億
９
６
８
万
円

①
緊
急
避
難
場
所
整
備
事
業　

②

国
土
強
靱
化
地
域
計
画
策
定
事
業　

③
合
の
谷
災
害
対
策
事
業

教
育
費

６
億
５
，
０
５
２
万
円

○
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

事
業

令
和
３
年
度
予
算
を
全
会
一
致
で
可
決

一
般
会
計
総
額　

55
億
７
，
６
０
０
万
円

特
別
会
計
総
額　

37
億
５
８
５
万
円

一
般
会
計
55
億
万
７
，
６
０
０
万
円

支
出
の
主
な
内
容

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算

決
算
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
３
日
間
を
か
け
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
、

３
月
19
日
の
議
会
最
終
日
、
全
会
一
致
で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
け
る
主
な
質
疑
内
容
に
つ
い
て
お
伝
え

し
ま
す
。

会計区分 本年度 前年度

一般会計 55億7,600万円 56億7,000万円

特
別
会
計

後期高齢者医療 1億7,296万円 1億6,484万円

国民健康保険 19億8,608万円 21億4,241万円

介護保険 13億4,282万円 12億8,463万円

下水道事業 2億399万円 1億9,130万円

合　　計 92億8,185万円 94億5,318万円

令和３年度予算

３月定例議会
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青
木
委
員

問
　

東
洋
大
学
と
の
連
携
事
業
に

つ
い
て
、
東
洋
大
学
は
撤
退
す

る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
中
で
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
現
在
の
状
況
に
つ
い
て

お
聞
き
し
た
い
。

根
岸
企
画
財
政
課
長

答
　

連
携
事
業
に
つ
い
て
事
務
レ

ベ
ル
で
は
今
ま
で
ど
お
り
継
続

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
県

と
の
話
し
合
い
は
し
て
い
ま
す

が
、
大
学
側
と
の
話
し
合
い
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
川
委
員

問
　

昨
年
２
月
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
、
保
育
園
、
児
童
館
は

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
い

る
と
思
う
が
、
園
児
等
の
感
染

者
は
い
る
の
か
。
ま
た
、
感
染

防
止
対
策
で
困
っ
て
い
る
こ
と

は
あ
る
か
。

松
本
板
倉
保
育
園
長

答
　

保
育
園
、
児
童
館
と
も
園
児

等
に
感
染
者
は
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
困
っ
て
い
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
感
染
防
止
対

策
と
し
て
、
園
の
行
事
等
に
ご

父
兄
を
お
呼
び
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
ま

す
。

延
山
委
員

問
　

緊
急
避
難
場
所
整
備
事
業
で

土
地
収
用
法
を
適
用
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

中
里
副
町
長

答
　

メ
リ
ッ
ト
の
１
点
目
と
し
て
、

計
画
予
定
地
が
農
振
農
用
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
通
常
で
は
農

振
の
除
外
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
土
地
収
用
法
を
適
用
す
る

こ
と
で
軽
微
変
更
で
除
外
で
き

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
２
点
目

と
し
て
、
土
地
の
買
収
金
額
に

対
し
て
５
千
万
円
の
特
別
控
除

が
適
用
と
な
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。本

間
委
員

問
　

「
広
報
い
た
く
ら
」
の
印
刷

の
基
本
は
２
色
刷
で
あ
り
、
年

に
数
回
は
カ
ラ
ー
印
刷
で
作
成

さ
れ
て
い
る
。
他
町
の
広
報
紙

の
多
く
は
カ
ラ
ー
印
刷
で
作
成

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、

本
町
の
広
報
紙
を
カ
ラ
ー
印
刷

に
す
る
考
え
に
つ
い
て
お
聞
き

し
た
い
。飯

塚
情
報
広
報
係
長

答
　

現
在
は
年
12
回
の
発
行
の
内
、

４
回
を
カ
ラ
ー
印
刷
で
作
成
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
カ
ラ
ー
印

刷
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

経
費
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
ま

す
が
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
林
委
員

問
　

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
消

防
団
活
動
も
制
約
を
受
け
て
い

る
と
思
う
が
、
何
も
し
な
い
と

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
上
で

支
障
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

消
防
団
の
現
在
の
活
動
状
況
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

落
合
総
務
課
長

答
　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
消
防
団

が
関
係
す
る
行
事
等
は
ほ
と
ん

ど
が
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
各
分
団
毎
に
消
防
署

員
が
出
向
い
て
必
要
最
小
限
の

訓
練
等
は
実
施
し
て
い
る
状
況

で
す
。

針
ケ
谷
委
員

問
　

コ
ン
ビ
ニ
等
で
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
が
進
ん
で
い
る
。

役
場
窓
口
で
支
払
う
各
種
証
明

書
等
の
交
付
手
数
料
に
つ
い
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
推
進
す

る
考
え
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た

い
。

宇
治
川
戸
籍
年
金
係
長

答
　

当
町
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
導
入
す
る
に
は
Ｗ
ｉ̶

Ｆ

ｉ
環
境
の
整
備
と
手
数
料
の

支
払
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入

は
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

亀
井
委
員

問
　

国
の
基
準
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
に
記
録

を
残
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
と

思
う
が
、
そ
の
目
的
と
シ
ス
テ

ム
導
入
に
要
す
る
予
算
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
い
。

山
岸
健
康
推
進
係
長

答
　

記
録
に
つ
い
て
は
、
国
が
接

種
状
況
を
確
認
し
、
そ
の
状
況

に
よ
っ
て
ワ
ク
チ
ン
を
配
分
す

る
た
め
に
利
用
す
る
と
の
こ
と

で
す
。
予
算
に
つ
い
て
は
、
現

在
使
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の

改
修
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

全
額
が
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

森
田
委
員

問
　

新
聞
で
群
馬
県
内
で
第
１
回

目
に
ワ
ク
チ
ン
が
配
付
さ
れ
る

自
治
体
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
中
に
当
町
は
含
ま
れ
て
い

な
か
っ
た
。
県
内
で
も
館
林
邑

楽
地
区
は
感
染
者
の
比
率
が
高

い
状
況
に
あ
り
第
１
回
目
に
配

付
さ
れ
て
も
良
い
と
思
う
が
、

配
付
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
何

か
。

企

画

財

政

課

福

祉

課

総

務

課

住

民

環

境

課

健

康

介

護

課

【予算審査】

予算決算常任委員会を３日間

開催して、令和３年度予算を

集中的に審査しました。

予算決算常任委員会（令和３年度予算審査）
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小
野
寺
健
康
介
護
課
長

答
　

県
か
ら
第
１
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
配
付
に
つ
い
て
の
希
望
調
査

が
あ
り
、
館
林
邑
楽
地
域
は
１

市
５
町
で
足
並
み
を
揃
え
て
実

施
し
た
い
旨
を
要
望
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
県
全
体
で
配
付
数
が

10
箱
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
１
市

５
町
へ
の
配
付
は
見
送
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

小
野
田
委
員

問
　

総
合
農
業
振
興
協
議
会
事
業

で
実
施
し
て
い
る
廃
ビ
、
廃
ポ

リ
の
回
収
処
理
に
関
し
て
、
例

年
は
12
月
に
実
施
し
て
い
た
も

の
が
、
今
年
度
は
２
月
に
変
更

と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
は
施
設

園
芸
農
家
は
出
荷
も
始
ま
っ
て

い
る
。
今
回
の
収
集
処
理
が
２

月
に
変
更
と
な
っ
た
理
由
は
何

か
。

伊
藤
産
業
振
興
課
長

答
　

本
事
業
は
野
菜
出
荷
協
議
会

の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

実
施
時
期
が
２
月
に
変
更
と

な
っ
た
理
由
に
つ
き
ま
し
て
は
、

例
年
ど
お
り
に
12
月
に
実
施
す

べ
く
回
収
処
理
業
者
と
調
整
を

い
た
し
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て

も
日
程
が
合
わ
ず
、
や
む
な
く

２
月
へ
変
更
し
た
も
の
で
す
。

針
ケ
谷
委
員

問
　

コ
ン
ビ
ニ
等
で
納
税
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
約
１
年
が
経
過

し
た
が
、
そ
れ
以
前
と
比
較
し

て
収
納
率
が
改
善
し
た
の
か
。

ま
た
、
そ
の
評
価
に
つ
い
て
お

聞
き
し
た
い
。

川
部
収
税
係
長

答
　

納
付
書
を
発
行
し
た
件
数
の

約
63
％
、
７
，
８
０
０
件
が
コ

ン
ビ
ニ
で
の
納
付
で
し
た
。
収

納
率
は
約
４
％
程
度
改
善
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
要
因
に
つ
い

て
は
精
査
し
て
い
な
い
た
め
不

明
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
納
付
は
24

時
間
い
つ
で
も
納
付
で
き
る
利

便
性
か
ら
、
今
後
更
に
増
加
す

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

黒
野
委
員

問
　

道

路

補

修

工

事

費

で

２
千
百
万
円
の
計
上
で
あ
る
が
、

令
和
３
年
度
は
ど
の
位
の
路
線

の
補
修
工
事
を
見
込
ん
で
い
る

の
か
お
聞
き
し
た
い
。

斉
藤
計
画
管
理
係
長

答
　

具
体
的
な
工
事
箇
所
等
は
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
道
路

補
修
工
事
費
は
苦
情
や
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
で
発
見
し
た
道
路
破

損
箇
所
等
の
緊
急
性
の
高
い
工

事
に
対
応
す
る
予
算
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
予
算
額
は
年
々
補

修
箇
所
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
昨
年
の
予
算
額
２
千
万

円
に
百
万
円
を
増
額
い
た
し
ま

し
た
。

荒
井
委
員

問
　

板
倉
町
に
住
み
続
け
た
い
と

思
う
に
は
郷
土
愛
を
醸
成
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
う
。

現
在
の
文
化
財
資
料
館
の
来
館

者
数
と
独
自
の
企
画
等
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
い
。

星
野
生
涯
学
習
係
長

答
　

令
和
元
年
度
の
文
化
財
資
料

館
の
来
館
者
数
は
１
，
５
２
０

人
で
町
内
が
７
３
５
人
、
町
外

が
７
８
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

独
自
の
企
画
等
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
昔
の
技
術
を
伝
承
す
る

機
織
り
教
室
等
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

今
村
委
員

問
　

町
民
の
命
を
守
る
防
災
対
策

事
業
は
最
重
要
課
題
と
思
う
。

そ
の
中
で
緊
急
避
難
場
所
整
備

事
業
の
許
認
可
に
つ
い
て
は
期

間
を
短
縮
し
て
事
業
化
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
方
策
に
つ
い
て
お
聞
き
し

た
い
。
ま
た
、
渡
良
瀬
遊
水
地
の

治
水
容
量
の
拡
大
、
河
川
整
備

に
つ
い
て
、
国
、
県
へ
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、

国
、
県
、
医
療
機
関
と
の
連
携

を
密
に
し
、
町
民
の
感
染
を
防

止
す
る
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

教
育
面
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
、
35
人
学
級
、
小
学
校

の
教
科
担
任
制
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
適
切
な
対
応
を
お

願
い
し
た
い
。

　

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
町

長
、
教
育
長
の
所
感
を
お
聞
き

し
た
い
。栗

原
町
長

答
　

緊
急
避
難
場
所
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
農
振
除
外
と
か
、

収
用
法
と
か
法
的
な
障
害
が
あ

る
が
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て

い
き
た
い
。
遊
水
地
の
治
水
容

量
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
私
か

ら
発
案
し
、
関
係
６
自
治
体
で

国
へ
強
く
要
望
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
効
率
よ
く
目
的
を
達

成
で
き
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て

い
く
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
対

策
に
つ
い
て
は
、
常
に
ア
ン
テ

ナ
を
高
く
し
な
が
ら
他
町
に
劣

ら
な
い
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
。
今
後
、
議
会
の
お

力
も
お
借
り
し
た
い
と
思
う
。

赤
坂
教
育
長

答
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
35
人
学
級
、

教
科
担
任
制
と
い
う
こ
と
で
、

今
、
教
育
が
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
時
期
で
あ
る
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
様
々
な
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
当
町
の
子
ど
も

た
ち
の
課
題
が
ど
こ
に
あ
り
、

ど
う
す
れ
ば
そ
れ
を
伸
ば
し
て

い
け
る
の
か
を
教
員
を
中
心
に

考
え
、
ま
た
、
一
つ
一
つ
の
こ

と
を
丁
寧
に
見
定
め
、
町
の
教

育
が
充
実
す
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

産

業

振

興

課

税

務

課

都

市

建

設

課

教

育

委

員

会

総

括

質

疑
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教
育
長
就
任
に
あ
た
っ
て

問
：
抱
負
を
お
聞
き
し
た
い
。

答
：
教
育
長

目
指
す
と
こ
ろ

は
、
学
び
の
充
実
で
あ

る
。
英
語
、
道
徳
の
教
科

化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

情
報
教
育
等
、
教
育
改
革

に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
が

社
会
に
出
て
、
自
己
実
現

を
図
り
、
十
分
に
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
そ
の
学
び
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
「
凡
事
徹
底
」

こ
の
言
葉
を
切
り
口
に
し

た
目
標
を
掲
げ
て
、
学
び

の
基
礎
基
本
を
大
事
に
し

た
教
育
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
基
礎
基
本
と
は
、
例

え
ば
、
鉛
筆
は
毎
日
き
ち

ん
と
用
意
す
る
。
宿
題
は

し
っ
か
り
や
る
。
提
出
物

は
期
限
を
守
る
。
友
達
に

は
優
し
く
す
る
。
早
寝
早

起
き
。
朝
ご
は
ん
等
々
。

い
ろ
い
ろ
凡
事
が
あ
る
が
、

徹
底
し
て
身
に
つ
け
さ
せ

て
い
き
た
い
。
教
育
に
近

道
は
な
い
。
板
倉
町
の
子

供
た
ち
の
将
来
を
見
据
え
、

当
た
り
前
と
思
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
丁
寧
に
こ
だ
わ

り
を
も
っ
て
徹
底
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
の
所
見

を
伺
う

問
：「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答
：
教
育
長

学
級
内
等
の
あ

る
一
定
の
人
間
関
係
の
中

で
、
あ
る
行
為
が
い
じ
め

で
あ
る
と
か
、
い
じ
め
で

な
い
と
か
の
問
題
で
は
な

く
て
、
い
じ
め
に
遭
っ
た

被
害
者
が
精
神
的
な
苦
痛

を
感
じ
れ
ば
、
こ
れ
を
、

い
じ
め
で
あ
る
と
、
捉
え

て
い
る
。

板
倉
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
数
に
つ
い
て

問
：
コ
ロ
ナ
感
染
者
は
、
最
初

に
３
名
と
新
聞
等
に
発
表

さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
３

名
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
現

在
も
３
名
だ
け
し
か
感
染

し
て
な
い
の
か
。

答
：
健
康
介
護
課
長

群
馬
県

が
公
表
し
て
い
る
板
倉
町

の
陽
性
者
に
つ
い
て
は
３

名
で
あ
る
が
、
個
人
情
報

の
し
ば
り
が
あ
る
が
、
実

際
の
陽
性
者
数
は
14
名
に

な
る
。
３
名
の
方
は
完
治

し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て

問
：
板
倉
町
に
ワ
ク
チ
ン
が
い

つ
来
る
の
か
。

答
：
健
康
介
護
課
長

４
月
26

日
の
週
に
は
、
全
国
の
市

町
村
に
1
箱
ず
つ
は
配
送

と
な
っ
て
い
る
。
65
歳
以

上
の
方
を
す
べ
て
に
打
て

る
数
を
６
月
中
に
は
配
布

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

向
け
て
町
で
は
、
ク
ー
ポ

ン
券
の
発
送
と
か
に
向
け

て
今
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
質
問
の
結
び
と
し
て
）

新
聞
発
表
の
３
名
は
既
に

完
治
な
さ
っ
て
い
る
が
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
す
る
。

森田 義昭 議員

新
教
育
長
に
問
う

「
抱
負
」
と
「
い
じ
め
」
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

当
町
の
現
状
と
ワ
ク
チ
ン
は

一般質問
議会２日目　３月10日㈬

小学校の授業風景

新型コロナワクチン（使用済容器）

予算決算常任委員会（令和３年度予算審査）・一般質問
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出
生
率
の
向
上
は

問
：
ど
の
自
治
体
で
も
解
決
す

る
の
が
困
難
な
課
題
は
、

人
口
減
少
問
題
か
と
思
う
。

町
の
人
口
は
何
も
手
を
打

た
な
け
れ
ば
、
令
和
27
年

に
は
一
万
人
を
割
る
と
の

予
測
も
あ
る
。
ど
の
よ
う

に
し
て
出
生
率
の
向
上
を

図
る
の
か
。

答
：
企
画
財
政
課
長　

小
中
学

校
の
給
食
無
料
化
を
は
じ

め
、
子
育
て
支
援
金
、
０

歳
児
紙
お
む
つ
券
給
付
、

高
校
生
世
代
の
入
院
費
無

料
化
等
、
他
の
自
治
体
に

な
い
経
済
的
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。

答
：
町
長　

有
効
対
策
を
我
が

町
は
最
大
限
打
っ
て
い
る

ほ
う
だ
と
思
う
。
厳
し
い

と
こ
ろ
へ
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
精
一
杯
の
対
応
を
し
て

い
る
が
、
限
度
が
あ
る
。

基
本
的
に
は
町
の
財
政
基

盤
を
し
っ
か
り
す
る
の
が

重
要
不
可
欠
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
住
宅
用
地

の
用
途
変
更
に
つ
い
て

問
：
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
住
宅
用

地
を
産
業
用
地
に
用
途
変

更
し
て
、
分
譲
し
た
土
地

は
ほ
ぼ
完
売
し
た
が
、
さ

ら
に
用
途
変
更
し
、
産
業

用
地
に
進
め
る
計
画
が
あ

る
の
か
。

答
：
産
業
振
興
課
長　

結
論
か

ら
い
う
と
現
在
、
計
画
は

な
い
。
長
期
間
に
わ
た
り

低
迷
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
分
譲
に
つ
い
て
は
、

県
の
企
業
局
に
よ
る
令
和

３
年
度
か
ら
の
10
ケ
年
計

画
で
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
住
宅
モ
デ
ル
事
業
を
実

施
。
情
報
発
信
力
の
強
化

や
集
客
の
促
進
に
つ
な
が

る
、
戦
略
的
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
計
画

で
あ
る
。

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る

流
通
業
務
用
地
の
整
備
に
つ

い
て

問
：
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い

て
流
通
業
務
施
設
を
設
置

す
る
場
合
、
県
の
設
置
基

準
に
適
合
す
る
こ
と
が
条

件
に
な
る
が
、
集
約
で
き

る
土
地
は
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
新
規
流
通
業
務
用

地
を
整
備
す
る
こ
と
は
検

討
に
値
し
、
町
に
人
を
集

め
、
雇
用
の
促
進
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
。

答
：
産
業
振
興
課
長　

開
発
す

る
た
め
の
要
件
は
多
々
あ

り
、
市
街
化
調
整
区
域
で

特
定
流
通
業
務
に
値
す
る

と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
、
全
て

開
発
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。
本
町
の
場
合
、
ほ
と

ん
ど
が
農
地
、
青
地
で

あ
っ
て
そ
れ
が
除
外
で
き

る
か
、
開
発
が
可
能
か
考

慮
し
、
選
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
開
発
は

町
や
県
及
び
民
間
で
も
可

能
だ
が
、
現
在
民
間
か
ら

そ
の
よ
う
な
流
通
業
務
施

設
を
開
発
し
た
い
と
い
う

話
は
な
い
。

町
の
将
来
に
つ
い
て

問
：
町
の
総
合
計
画
も
時
代
と

と
も
に
変
遷
す
る
が
、
厳

し
い
さ
な
か
に
あ
っ
て
も

夢
を
感
じ
さ
せ
る
、
今
は

実
を
結
ぶ
こ
と
が
見
ら
れ

な
く
て
も
、
い
つ
か
実
を

結
ぶ
で
あ
ろ
う
種
を
ま
い

て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
う

が
。

答
：
企
画
財
政
課
長

総
合
計

画
を
策
定
し
た
中
で
、
人

口
減
少
に
よ
る
影
響
が
ど

う
な
る
か
が
一
番
で
あ
っ

た
が
、
計
画
に
従
っ
て
一

つ
ず
つ
取
り
組
む
し
か
な

い
。

答
：
町
長　

問
題
が
多
す
ぎ
て

一
口
で
は
言
え
な
い
が
、

一
つ
は
町
の
財
政
力
を
上

げ
ら
れ
る
だ
け
上
げ
て
、

指
摘
い
た
だ
い
た
こ
と
を

具
現
化
し
て
い
か
な
い
と

い
つ
に
な
っ
て
も
縮
小
体

制
は
か
わ
ら
な
い
と
思

う
。

本間　清 議員

人
口
減
少
時
代
に

　
　

対
応
し
た
対
策
を

一般質問
議会２日目　３月10日㈬

板倉ニュータウン産業用地
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町
立
小
中
学
校
の
現
状
と
今

後
に
つ
い
て

問
：
板
倉
町
の
小
中
学
生
の
学

力
・
体
力
・
生
活
態
度
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
。

答
：
教
育
長　

学
力
に
お
い
て

は
標
準
学
力
検
査
の
結
果

か
ら
全
て
の
学
年
に
お
い

て
全
国
平
均
を
上
回
っ
て

お
り
、
板
倉
町
の
児
童
生

徒
の
学
力
は
高
い
傾
向
に

あ
る
。
又
、
各
家
庭
の
協

力
に
よ
り
落
ち
着
い
た
態

度
の
中
で
学
習
が
行
わ
れ

て
い
る
。

問
：
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
要
因
で
あ
る
と
思
う

か
。

答
：
教
育
長　

や
は
り
授
業
だ

と
思
う
。
各
学
級
で
工
夫

し
、
そ
れ
を
参
観
し
合
う

授
業
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
と
協
力
的
な
家
庭
が

多
い
こ
と
。

問
：
板
倉
町
の
教
育
行
政
に
つ

い
て
の
課
題
・
方
針
は
。

答
：
教
育
長　

一
人
一
人
に
応

じ
た
指
導
が
大
事
だ
と
考

え
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
を
い
い
機
会
と
捉

え
て
指
導
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
。

ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
等
に
つ
い

て問
：
家
庭
の
事
情
等
で
利
用
で

き
な
い
児
童
生
徒
が
出
て

は
よ
く
な
い
と
考
え
る
。

問
題
な
く
進
め
る
こ
と
は

で
き
た
の
か
。

答
：
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
　

現
在
各
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
の
登
録
率
は
１
０

０
％
で
あ
る
。
た
だ
利
用

状
況
に
つ
い
て
は
個
人
差

が
あ
る
。

問
：
利
用
し
た
方
か
ら
は
有
用

で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

今
年
度
の
み
の
事
業
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
が
次

年
度
以
降
も
継
続
し
て
使

え
な
い
も
の
か
。

答
：
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
　

来
年
度
以
降
も
継
続
す

る
。

問
：
授
業
で
電
子
黒
板
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
う
に
あ
た
っ

て
、
教
職
員
の
資
質
の
違

い
で
差
が
出
な
い
よ
う
に

進
め
て
も
ら
い
た
い
が
。

答
：
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
　

指
導
主
事
に
研
修
を
充
実

さ
せ
る
よ
う
指
示
を
出
し

て
あ
る
。

水
害
時
の
避
難
場
所
に
つ
い

て問
：
以
前
の
質
問
の
回
答
で
高

台
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

様
な
施
設
を
造
れ
な
い
か

検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
。

答
：
町
長　

国
か
ら
の
補
助
金

等
当
て
に
で
き
ず
、
財
政

的
に
厳
し
い
為
、
次
善
の

策
と
し
て
駐
車
場
と
な
っ

た
。

問
：
土
地
収
用
法
を
使
っ
て
整

備
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

地
権
者
は
何
人
く
ら
い
居

る
の
か
。
又
、
話
は
進
ん

で
い
る
の
か
。

答
：
総
務
課
長　

地
権
者
の
方

は
東
・
北
地
区
合
わ
せ
て

約
20
名
ほ
ど
。
３
月
中
に

事
業
協
力
に
対
し
て
条
件

整
備
等
の
相
談
を
進
め
る

予
定
。

問
：
予
定
は
来
年
の
９
月
く
ら

い
と
の
事
で
あ
る
が
、
今

年
は
無
理
と
し
て
も
来
年

の
出
水
期
に
間
に
合
う

ペ
ー
ス
で
進
め
て
い
け
な

い
の
か
。

答
：
総
務
課
長　

土
地
収
用
法

の
関
係
で
申
請
等
、
手
続

き
に
１
年
近
く
か
か
っ
て

し
ま
う
。
そ
の
後
の
工
事

と
い
う
こ
と
な
の
で
来
年

の
９
月
を
目
指
す
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

小野田 富康 議員

町
の
教
育
行
政
に
つ
い
て

新
教
育
長
に
問
う

水
害
発
生
時
の

一
時
避
難
場
所
に
つ
い
て

一般質問
議会２日目　３月10日㈬

教職員の研修の様子

避難場所整備イメージ（茨城県五霞町）

一般質問

9　いたくら議会だより　第157号　令和３年６月１日



令和３年第２回板倉町議会臨時会
　令和３年５月７日に開かれた令和３年第２回板倉町議会臨時会は、町長提案の７議案を審議決定した

後、議会構成の議事日程を延期し、延会しました。本会議では動議３件が提出され、いずれも賛成多数

で可決されました。（※各議員の賛否の状況は下段表のとおり）

◆提案された動議

日程第１０　板倉町議会先例集の遵守について

　今村好市議員から「板倉町議会先例集の遵守について」の動議が発議され、他の議員の賛成により動

議が成立し、日程に追加しました。

【提案理由要旨】　今村議員

　板倉町議会は、板倉町議会先例集第２１条「議会構成〔（正・副議長）、委員会、一部事務組合議会、

監査委員〕は、２年で編成しなおすものとする。」とある板倉町議会先例集を守ることを提案するもの

である。

【質疑要旨】（採決後）

　〔今村議員〕ただ今の採決で先例集の遵守が認められたが、議長、副議長は２年で編成しなおすのか、

しないのか。

　〔延山宗一議長〕地方自治法で正副議長の任期は４年と定められていることから、議長、副議長とも

辞表は提出しないことにしました。

日程第１１　延山宗一議長の辞職勧告決議について

　針ケ谷稔也議員から「延山宗一議長の辞職勧告決議について」の動議が発議され、他の議員の賛成に

より動議が成立、日程に追加し賛成討論が行われました。

【賛成討論要旨】

　〔針ケ谷議員〕先例集の遵守が承認されたにも関わらず、独自の判断で先例集によらず地方自治法を

持ち出し、４年の任期を主張することは身勝手で自分本意である。議会多数の意志を無視し、自分の考

えを主張するのは、議長の資質を欠くものと考える。よって、延山宗一議長の辞職を求めるものである。

日程第１２　議事を延期し延会することについて

　今村好市議員から「議事を延期し延会することについて」の動議が発議され、他の議員の賛成により

動議が成立し、日程に追加しました。

【提案理由要旨】

　〔今村議員〕これまでの動議による可決は、法的拘束力がないとは言え、板倉町議会の意思表示である。

これから議会構成を行うに当たって、先例集やこれまでの決めごとをもう一度議員間で検討する必要が

あり、このままでは適正な議会構成ができないと思うので、議事を延期し延会を提案するものである。

議　　　　案　　　　名

賛成：○　反対×

議長（－）は賛否同数の場合に採決します。

小
野
田
富
康

亀

井

伝

吉

森

田

義

昭

本

間　

清

小

林

武

雄

針
ケ
谷
稔
也

荒

井

英

世

今

村

好

市

黒

野

一

郎

青

木

秀

夫

市

川

初

江

延

山

宗

一

審

議

結

果

板倉町先例集の遵守について × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

延山宗一議長の辞職勧告決議について
※議長除斥のため副議長が議長となります。

× ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ － 除斥 可決

議事を延期し延会することについて × ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ × － 可決

◆その他の議決議案（全会一致）

○監査委員の選任について（議会選出の監査委員に荒井英世議員を選任することに同意しました。）○板倉町固定資産評価員の

選任について（荻野剛史税務課長を選任することに同意しました。）○専決処分事項の承認について（板倉町税条例等の一部を

改正する条例）○専決処分事項の承認について（板倉町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）○専決処分事項の承認につ

いて（板倉町介護保険条例の一部を改正する条例）○専決処分事項の承認について（令和３年度板倉町一般会計補正予算（第１

号））○専決処分事項の承認について（令和３年度板倉町一般会計補正予算（第２号））

５月臨時議会
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提
案
理
由

栗
原
町
長

　

板
倉
町
副
町
長
、
中
里
重

義
氏
の
令
和
３
年
３
月
31
日

の
任
期
満
了
に
伴
う
人
事
で

す
。
中
里
氏
は
、
平
成
29
年

４
月
１
日
か
ら
板
倉
町
副
町

長
と
し
て
、
豊
富
な
行
政
経

験
で
培
っ
た
高
い
識
見
に
基

づ
く
指
導
力
と
行
動
力
を
十

分
に
発
揮
し
、
職
務
を
遂
行

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
も
、
町
の
発

展
の
た
め
に
そ
の
手
腕
を
発

揮
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
板

倉
町
副
町
長
と
し
て
選
任
い

た
し
た
く
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の
で
す
。

討
論
要
旨

  

青
木
議
員

反
対

　

副
町
長
職
は
、
法
治
行
政

に
つ
い
て
、
全
職
員
の
模
範

と
な
り
、
時
に
は
指
導
監
督

す
る
役
割
を
持
っ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
副

町
長
の
職
に
あ
る
中
里
氏

は
、
議
会
や
合
併
協
議
会
と

い
う
よ
う
な
公
式
な
場
で
、

度
々
法
律
無
効
論
を
発
言
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ

は
将
来
恣
意
的
な
行
政
の
懸

念
が
あ
り
、
心
配
で
あ
る
の

で
、
適
任
で
は
な
い
と
思
う
。

よ
っ
て
、
選
任
の
同
意
に
は

反
対
す
る
。

議 会 日 誌

２月

２日

５日

16日

19日

臨時議会

群馬東部水道企業団議会２月定例会

群馬県町村議会議長会定期総会

旧南小学校保管書籍の現地確認／取扱

い検討会議

議会運営委員会／全員協議会／議員の

み協議会

22日 群馬東部水道企業団例月出納検査／定

期監査

３月

９～19日 ３月定例会（本会議、一般質問、各常

任委員会）／全員協議会／議員のみ協

議会／議会広報特別委員会

12日 板倉中学校卒業式

24日 町内小学校卒業式

25日 板倉・北保育園卒園式

群馬東部水道企業団例月出納検査

26日 邑楽郡町村議会議長会定期総会

４月

６日

７日

９日

21日

板倉・北保育園入園式

町内小学校・板倉中学校入学式

議会広報特別委員会

議会運営委員会／全員協議会／議員の

み協議会

本議案に対する各議員の賛否の状況

小
野
田
富
康

亀

井

伝

吉

森

田

義

昭

本

間　

清

小

林

武

雄

針
ケ
谷
稔
也

荒

井

英

世

今

村

好

市

黒

野

一

郎

青

木

秀

夫

市

川

初

江

延

山

宗

一

審

議

結

果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ － 可決
賛成：○ 反対× なお、議長（－）は賛否同数の場合に採決します。

３月定例会 板倉町副町長の選任について
（賛成多数、原案可決）

◆
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に

つ
い
て
（
令
和
２
年
度
板

倉
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

応
臨
時
交
付
金
の
事
業
を
追

加
し
、
当
該
補
正
予
算
を
専

決
処
分
し
た
も
の
に
つ
い
て
、

承
認
し
ま
し
た
。

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
令
和
２
年
度
板
倉
町
避

難
所
感
染
予
防
対
策
事
業

（
防
災
倉
庫
購
入
及
び
電

気
自
動
車
購
入
）
）

　

こ
れ
ら
財
産
の
取
得
に
つ

い
て
は
、
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

◆
そ
の
他
の
議
決
議
案

○
板
倉
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

２
月
臨
時
会

新
型
コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金
補
正
予
算
（
専
決
処
分
）
を
承
認

防
災
倉
庫
等
、
財
産
の
取
得
を
全
会
一
致
、
原
案
可
決

　延山宗一議長が令和３年２

月６日に開催された全国町村

議会議長会定期総会において、

議会の運営及び地域の振興発

展に特に顕著なる功績のあっ

た議員として町村議会議員特

別表彰を受賞されました。

全国町村議会議長会表彰

５月

７日 議会運営委員会／臨時議会

18日 議会広報特別委員会

19日 全員協議会

21日 全員協議会／議員のみ協議会

25日 群馬県町村議会議長会臨時総会

26日 邑楽郡町村議会議長会臨時総会／

臨時議会

31日 全員協議会

旧北小敷地に設置された防災倉庫

３月定例会人事案件・２月臨時議会・議会日誌など
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自
分が住んでいる板倉町について改めて考

えてみると、小学校の統合が印象に残っ

ています。統合がされたのはつい最近のことで

すが、今は使われていない南小学校と北小学校

はどうなっているのかと疑問に思っています。

　そこで、私たちの住む板倉をよりよい町にす

るために、ここを何か別の形で再利用すること

はできないかと考えました。例えば、勉強やス

ポーツ、地域の方々と交流をするための施設と

して利用する案です。誰もが使うことのできる

公共施設があれば、自然とたくさんの人が集ま

り、町の方々同士がより身近に感じられます。

さらに、小中学生と高齢者の方々がふれあえる

機会があれば、私たちの町は笑顔があふれる素

敵な町になっていくと考えます。自分が14年

間過ごしてきた大切な板倉町が、より温かく魅

力的な町になってくれると嬉しいです。

南
地区を走っていた路線バスが３月末で廃

止になり、４月から町の「コミュニティ

バス」（以下コミバス）が運行する事になりま

した。料金は無料で助かりますが、館林との行

き来には、路線バスへの乗り換えが必要になり

ました。「コミバス」を走らせる前に、南地区

の路線バス利用者に意見を聞く事はあったので

しょうか？時間によって「コミバス」と、在来

の路線バスとの乗り継ぎが非常に悪い便があり

ます。「コミバス」の時刻は、在来の路線バス

と常に乗り継げる仕組みになっていなければ、

利便性がないと思います。３月までは１本のバ

スで館林と行き来ができたので。乗り継ぎのバ

ス停も在来のバス停から、「コミバス」のバス停

までの移動は不便ではないでしょうか。悪天候

や高齢者を考えたら、ベンチや屋根のある「役

場」で必ず乗り継げたら良かったと思いました。

岡西詩
し

生
き

さん

（板倉中学校３年）

川田富知子さん

（大字下五箇）

　

今
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
辛
い
、
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る

方
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
。
た
だ
、
今
ま
で
の
自
分
の
人

生
を
振
り
返
っ
て
み
た
と
き
、
も
ち
ろ
ん
楽
し
か
っ
た
事
は

多
く
あ
っ
た
筈
な
の
に
不
思
議
と
昔
の
仲
間
と
語
り
合
う
時
、

出
て
く
る
話
題
は
辛
く
大
変
だ
っ
た
当
時
の
こ
と
…
。
「
あ

の
時
は
大
変
だ
っ
た
よ
な
…
。
あ
の
時
自
分
は
○
○
才
だ
っ

た
。
」
と
。
お
そ
ら
く
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
き
た
か
ら
こ

そ
笑
っ
て
話
し
合
え
て
い
る
の
だ
と
思
う
し
、
辛
い
時
期
を

共
有
し
た
仲
間
と
の
絆
は
深
く
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
、
終
息
し
た
後
に
み
ん
な
と
笑
っ
て
、
話
し
合
え
る
日
が

一
日
も
早
く
来
る
こ
と
を
望
ん
で
止
ま
な
い
。

（
議
会
広
報
特
別
委
員　

小
野
田
富
康 

記
）

　議会の本会議は公開制となっています。会議当日、受

付票に記入していただくだけで、どなたでも自由に傍聴

することができます。

◆６月議会定例会（予定）

　会　期　６月８日㈫～６月14日㈪

　議　事　⑴条例改正などの議案審議・採決

　　　　　⑵補正予算の審議・採決

　　　　　⑶一般質問

　※会期等が変更となる場合もあります。

　※ 詳しい日程等については、後日議会のホームページ

でお知らせします。

お問い合わせ先

議会事務局　TEL.82－1111（内線701）

　　　　　　TEL.82－6154（直通）

『傍聴して町政を知る』
だれでも簡単にできます  議 会 傍 聴

大切な板倉町を

魅力的な町に

旧南北小学校の再利用

地域の交流の場に

南地区のコミュニ

ティバスについて

使い勝手の良い

乗り物であってほしい
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